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会 議 録  

会 議 の 名 称 
平成２３年度第５回行田市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業

計画策定委員会  

開 催 日 時 
     平成２４年３月１６日（金）  

   開会；午後１時３０分・閉会；午後２時００分  

開 催 場 所 行田市郷土博物館会議室  

出席者（委員） 

氏 名 

小林康男  根本和雄  石岡克司  鹿山高彦  小堀 隆  

根岸節子  関口富生  三村 誠  藤井尚子  相原香保留  

木元千草  野中昭夫  内田愛三郎 加藤はつ江 西野栄子  

欠席者（委員） 

氏 名 
   

事 務 局 
岡田健康福祉部長  新井高齢者福祉課長  飯塚主幹 石川主幹 

岡田主査 小巻主査  

会 議 内 容 

(1) パブリックコメントについて  

(2) 行田市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（案）につい

て  

(3) その他  

 

 

 

 

 

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  

・行田市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画第５回策定委

員会次第  

・行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（案）  

そ の 他 必 要 

事 項 

 

 

 

傍聴者なし  
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発 言 者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

司会  

 

委員長  

 

司会  

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会  

 

２ あいさつ  

 

３ 議事  

・策定委員会要綱の規定に基づき委員長に会議の進行をお願いす

る。  

 

・議事に入る。それでは、議題の１番目「  パブリックコメントに

ついて」事務局に説明を求める。  

 

・２月１日から意見を募集し、３月２日に募集期間を終了したが、

提出された意見はなかった。  

・しかし、３月６日に一事業者の方から意見が提出されたが、期

間を過ぎていたこともあり、参考意見として預からせていただ

いた。  

 

・このことについてご質問、ご意見をいただきたい。特にないよ

うであれば、次の議題に移りたい。  

 

・議題の２番目「行田市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計

画（案）について」、事務局に説明を求める。  

 

・第４回策定委員会で提示した計画（素案）に追加及び修正した

部分を説明する。  

・P.26 の「③健康長寿体操プログラム普及啓発事業」を新たに追

加した。  

・介護報酬・地域区分の改定が確定後に算出したところ、P.118 の

介護予防給付費見込額は、前回の委員会で提示した金額よりも

1,902 万 5,000 円増加して、３年間合計で 8 億 4,265 万円となっ

た。2.31％の増加となる。  

・P.119 の介護給付費見込額は、前回の委員会で提示した金額より

も 2 億 8,863 万円増加して、３年間合計で 135 億 6,709 万円と

なった。2.17％の増加となる。  

・P.120 の介護保険サービス事業費見込額は、前回の委員会で提示

した金額よりも 3 億 3,751 万 5,000 円増加して、３年間合計で

155 億 2,334 万 8,000 円となった。2.22％の増加となる。  

・介護報酬の改定を当初は 1.1％増を見込んでいたが 0.7％増とい

うことになった。  

・地域区分は、サービスによって違うが、10.14 円から 10.21 円と

なる。  

・保険料の基準額は 4,630 円となる。2 ヶ所未定のところがあるが、
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発 言 者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

 

 

委員長  

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

それらを除いた県平均は 4,509 円となっている。行田市は県内

でも上から 10 番目位となっている。  

 

・計画（案）について、何かご意見、ご質問はあるだろうか。  

 

・この計画自体は、きっちりまとまっていると思うが、ほかに気

付いたことについて意見を述べたい。  

・市内の徘徊高齢者の保護について、市としてどう考えているの

かお聞かせいただきたい。地域包括ケアシステムの中で、いか

にして高齢者を地域で守っていくかということにもつながる。

実際に徘徊した末に凍死してしまった高齢者のケースもある。

今のところ防災無線で徘徊高齢者の情報を流しているが、最近

の住宅は気密性が高く、防災無線が聞こえないこともある。た

とえば、市内コンビニ宛に FAX を流すとか、地震等の時に配信

されるエリアメールのような形で情報を流すことができないだ

ろうか。この場でなくても結構なので、ご検討いただきたい。  

 

・計画書の P.60 をご覧いただくと「認知症高齢者見守り事業」が

掲載されている。現在の対応としてはこの内容の通りに考えて

いる。しかし、他市町村でも同様の状況であるのだが、GPS 端

末装置の貸与件数は現状で４件にとどまっており、利用が少な

い。携帯端末の GPS 機能を利用しているケースもあると思うが、

地域支え合いの中でできるものから取り組んでいきたい。  

 

・３月 19 日に「安心安全ネットワーク会議」を開催する予定であ

る。この会議には地域の団体だけでなく、ライフライン事業者

や、CSR 活動の意向を持つ市内事業者等も一同に集まる。市内

にコンビニエンスストアは複数あるが、地域の見守り役になっ

ていただいている。今後、どのくらい協力していただけるか調

整していきたい。  

 

・そのほか、全体的なことでご質問、ご意見があればお願いした

い。よろしいだろうか。  

 

・それでは「その他」ということで、事務局から何か連絡事項等

はあるだろうか。  

 

・現在、計画の概要版を作成している。概要版が完成した後は、

自治会連合会の協力を得て全世帯に配布する予定である。時期

としては４月中旬の配布を考えている。８ページにまとめる予

定で、保険料も併せて掲載される。  
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発 言 者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

委員長  

 

 

 

 

司会  

 

健康福祉部長  

 

 

 

 

 

 

司会  

 

副委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・以上で本日の議題をすべて終了したので、これをもって議長の

職を解かせていただき、事務局にお返ししたい。なお、今回を

もって全ての会議が終了した。委員の皆さまのご理解と御協力

に感謝致したい。  

 

・それではここで、健康福祉部長からごあいさつを申し上げたい。 

 

・お忙しい中での複数回にわたるご出席と貴重なご意見、本当に

ありがとうございました。無事に計画策定の運びとなり、以降

は我々が、いかにして実効性のある施策を実行していくかとい

うことになります。今後も何かご意見があれば遠慮なくおっし

ゃっていただき、また、我々も引き続き努めてまいりたいと思

います。１年間、まことにありがとうございました。  

 

・それでは閉会の言葉を副委員長にお願いしたい。  

 

・皆さまのご尽力ですばらしい計画がまとまった。まだまだこれ

からも問題は出てくると思うが、その時その時に問題を見極め、

見直しながら進みたい。  

・また、様々な公共施設等の利用者増にどう取り組むかという課

題もあるが、なるべく施設を利用しながら、皆が健康に暮らし

ていければと思う。市がこんなにも多くの施策に取り組んでい

ることに感謝したい。「いい街いい人」という言葉があるが、一

人一人が考えながらやっていくことが重要だと思う。  

・大変お世話になりました。今後ともどうぞよろしくお願い申し

上げます。  

 

 


